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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）（ａ）２級水酸基含有重合性不飽和モノマー２０～４５質量％及び（ｂ）その他
の重合性不飽和モノマー５５～８０質量％からなるモノマー成分の共重合体である２級水
酸基含有アクリル樹脂、
　（Ｂ）メラミン樹脂、
　（Ｃ）アゾール系ブロックポリイソシアネート化合物、
　（Ｄ）リン酸基含有化合物及び
　（Ｅ）有機金属化合物
を含有することを特徴とする塗料組成物。
【請求項２】
　さらに、高分子分散安定剤及び有機溶剤の存在下で、少なくとも１種の不飽和モノマー
を分散重合せしめてなる非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）を含有する請求項１
に記載の塗料組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の塗料組成物を塗装して得られる塗膜を含む物品。
【請求項４】
　被塗物に順次、少なくとも１層の着色ベースコート塗料及び少なくとも１層のクリヤコ
ート塗料を塗装することにより複層塗膜を形成する方法であって、最上層のクリヤコート
塗料として請求項１又は２に記載の塗料組成物を塗装することを含む複層塗膜形成方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗料組成物及び該塗料組成物を用いた複層塗膜形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車車体等の被塗物に塗装される塗料には、耐擦傷性、耐酸性、仕上り外観等の塗膜
性能に優れることが要求されている。
【０００３】
　従来、上記被塗物用の塗料として、メラミン架橋系塗料が汎用されている。メラミン架
橋系塗料は、水酸基含有樹脂及び架橋剤であるメラミン樹脂を含有する塗料である。しか
し、メラミン架橋系塗料には、メラミン架橋結合が酸性雨により加水分解され易く、塗膜
の耐酸性が劣るという問題がある。
【０００４】
　近年、とくに自動車用塗膜では洗車機等による擦り傷の発生が問題視されており、耐擦
り傷性に優れた塗料の開発が急務となっている。メラミン架橋系塗料においては、耐擦傷
性を向上させるために、塗料中のメラミン量の割合を高くすると架橋密度が上昇し、塗膜
の内部応力が増大して塗膜の経時劣化によりワレが生じやすくなり耐候性が低下し、さら
に耐酸性も低下し、また仕上がり外観も低下する傾向にあるという問題点があった。
【０００５】
　また、耐擦傷性を向上させるために、硬化触媒として強酸性の触媒を使用すると、メラ
ミン量の割合を高くした時と同様に塗膜のワレが生じやすくなる傾向にあり、また、塗装
ラインにおいて通常行われている再塗装（リコート）がされた場合、再塗装塗膜の付着性
（いわゆるリコート付着性）が低下するという問題点があった。
【０００６】
　例えば、特許文献１には、ラクトン化合物の変性量の異なる２種類の水酸基含有樹脂と
、水酸基と反応する架橋剤とを必須成分とする塗料組成物が開示され、架橋剤として、メ
ラミン樹脂とイソシアネート化合物を併用する塗料組成物が開示されている。しかしなが
ら、この塗料組成物は、水酸基含有樹脂がラクトン化合物に由来する構造をもつものであ
り、得られる塗膜は軟質となる傾向にあるため、耐擦傷性は向上するものの、耐酸性が不
十分となる問題があった。
【０００７】
　また、特許文献２には、特定基（ラクトン変性水酸基）を有する側鎖を含有するビニル
系共重合体（Ａ）と、アルコキシモノメリックメラミン（Ｂ）と、ブロックイソシアネー
ト（Ｃ）と、レオロジーコントロール剤（Ｄ）とを必須成分として含有する上塗り塗料組
成物が開示されている。しかしながら、この上塗り塗料組成物は、ビニル系共重合体が、
特定基（ラクトン変性水酸基）に由来する構造をもつものであるため、特許文献１の塗料
組成物により得られる塗膜と同様に、耐擦傷性は向上するものの、耐酸性が不十分となる
問題があった。さらには、メラミン樹脂としてモノメリックメラミンを使用するものであ
るため、塗膜の内部応力が増大して経時劣化によりワレが生じやすい傾向にあることから
耐候性が低下し、さらには仕上がり外観も低下する傾向にあるという問題があった。
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－０３９５７４号公報
【特許文献２】特開２００２－０２０６８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、耐擦傷性、耐酸性、仕上り外観ならびに付着性に優れた塗膜を得るこ
とができる塗料組成物、及び該塗料組成物を使用した複層塗膜形成方法を提供することで
ある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記目的を達成するために鋭意検討を重ねた結果、（Ａ）２級水酸基含
有アクリル樹脂、（Ｂ）メラミン樹脂、（Ｃ）アゾール系ブロックポリイソシアネート化
合物、（Ｄ）リン酸基含有化合物及び（Ｅ）有機金属化合物を含有する塗料組成物によれ
ば、上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は、
　（Ａ）（ａ）２級水酸基含有重合性不飽和モノマー２０～４５質量％及び（ｂ）その他
の重合性不飽和モノマー５５～８０質量％からなるモノマー成分の共重合体である２級水
酸基含有アクリル樹脂、
　（Ｂ）メラミン樹脂、
　（Ｃ）アゾール系ブロックポリイソシアネート化合物、
　（Ｄ）リン酸基含有化合物及び
　（Ｅ）有機金属化合物
を含有することを特徴とする塗料組成物、を提供するものである。
【００１１】
　さらに、本発明は、上記の塗料組成物を塗装して得られる塗膜を含む物品、を提供する
ものである。
【００１２】
　またさらに、本発明は、被塗物に順次、少なくとも１層の着色ベースコート塗料及び少
なくとも１層のクリヤコート塗料を塗装することにより複層塗膜を形成する方法であって
、最上層のクリヤコート塗料として上記の塗料組成物を塗装することを含む複層塗膜形成
方法、を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の塗料組成物は、基体樹脂として２級水酸基含有アクリル樹脂、架橋剤として、
メラミン樹脂とともにアゾール化合物によりブロックされたポリイソシアネート化合物を
併用し、かつ、硬化触媒として、メラミン樹脂の硬化触媒であるリン酸基含有化合物及び
ブロックポリイソシアネート化合物の解離触媒である有機金属化合物を含有することを特
徴とするものである。
【００１４】
　架橋剤としてメラミン樹脂の他、ブロックポリイソシアネート化合物を併用するもので
あるので、通常のメラミン架橋系塗料に比して、得られる塗膜の耐酸性は良好であり、ま
た、この架橋剤併用に際し、上記リン酸基含有化合物と有機金属化合物とを併用すること
で塗膜の内部応力を抑制した上で耐擦傷性の良好な塗膜とすることができる。
【００１５】
　また、基体樹脂であるアクリル樹脂が１級水酸基に比べて反応性が穏やかな２級水酸基
を含有するものであることから、仕上がり外観及びリコート付着性にも優れた塗膜を得る
ことができる。
【００１６】
　以上、本発明の塗料組成物によれば、これらの相乗効果により、耐擦傷性、耐酸性、仕
上がり外観及び付着性のいずれにも優れた塗膜を形成することができるという効果を奏す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の塗料組成物及び塗膜形成方法について、さらに詳細に説明する。
【００１８】
　本発明の塗料組成物（以下、「本塗料」と略称する場合がある）は、
　（Ａ）（ａ）２級水酸基含有重合性不飽和モノマー２０～４５質量％及び（ｂ）その他
の重合性不飽和モノマー５５～８０質量％からなるモノマー成分の共重合体である２級水



(4) JP 6230473 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

酸基含有アクリル樹脂、
　（Ｂ）メラミン樹脂、
　（Ｃ）アゾール系ブロックポリイソシアネート化合物、
　（Ｄ）リン酸基含有化合物及び
　（Ｅ）有機金属化合物
を含有するものであることを特徴とするものである。
【００１９】
　本発明の塗料組成物
　２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）
　２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）は、（ａ）２級水酸基含有重合性不飽和モノマー及
び（ｂ）その他の重合性不飽和モノマーからなるモノマー成分を常法により共重合せしめ
ることによって製造することができる。
【００２０】
　２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（ａ）は、１分子中に２級水酸基と重合性不飽和
結合とを各々１個有する化合物である。
【００２１】
　２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（ａ）としては、塗膜の仕上り外観の観点から、
例えば、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）
アクリレート、３－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート等のエステル部のアルキル基
の炭素数が２～８、特に３～６、さらに特に３又は４の２級水酸基を有する重合性不飽和
モノマー；（メタ）アクリル酸とエポキシ基含有化合物（例えば、カージュラＥ１０（商
品名）、ヘキシオン・スペシャリティー・ケミカル社製、ネオデカン酸グリシジルエステ
ル）との付加物等を挙げることができる。これらの中でも特に、２－ヒドロキシプロピル
（メタ）アクリレートが好ましい。
【００２２】
　上記モノマー（ａ）は、１種で又は２種以上を組合せて使用することができる。
【００２３】
　本明細書において、「（メタ）アクリレート」は「アクリレート又はメタクリレート」
を意味する。「（メタ）アクリル酸」は、「アクリル酸又はメタクリル酸」を意味する。
また、「（メタ）アクリロイル」は「アクリロイル又はメタクリロイル」を意味する。
【００２４】
　その他の重合性不飽和モノマー（ｂ）は、上記２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（
ａ）以外のモノマーであり、具体的には、１分子中に１個の重合性不飽和結合を有する化
合物である。不飽和モノマー（ｂ）の具体例を、下記（１）～（８）に列挙する。
【００２５】
　（１）酸基含有重合性不飽和モノマー
　酸基含有重合性不飽和モノマーは、１分子中に１個以上の酸基と１個の重合性不飽和結
合とをそれぞれ有する化合物及びこれらの無水物である。該モノマーとしては、例えば、
（メタ）アクリル酸、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸及び無水マレイン酸などのカ
ルボキシル基含有モノマー；ビニルスルホン酸、スルホエチル（メタ）アクリレートなど
のスルホン酸基含有モノマー等を挙げることができる。これらは１種で又は２種以上を使
用することができる。酸基含有重合性不飽和モノマーを使用する場合、アクリル樹脂（Ａ
）の酸価が、０．５～３０ｍｇＫＯＨ／ｇ程度、特に１～２０ｍｇＫＯＨ／ｇ程度となる
量とすることが好ましい。
【００２６】
　（２）水酸基（２級水酸基を除く）含有重合性不飽和モノマー
　１分子中に水酸基（２級水酸基を除く）と重合性不飽和結合とをそれぞれ１個有する化
合物である。該モノマーとしては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート
、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリ
レート等の（メタ）アクリル酸と炭素数２～１０の２価アルコールとのモノエステル化物
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（２級水酸基を有するものを除く）；ε－カプロラクトンを開環重合反応させることによ
り変性した水酸基含有モノマー（２級水酸基を有するものを除く）等を挙げることができ
る。
【００２７】
　ε－カプロラクトンを開環重合反応させることにより変性した水酸基含有モノマーとし
ては、市販品を使用することができ、市販品としては、例えば、「プラクセルＦＡ－１」
、「プラクセルＦＡ－２」、「プラクセルＦＡ－３」、「プラクセルＦＡ－４」、「プラ
クセルＦＡ－５」、「プラクセルＦＭ－１」、「プラクセルＦＭ－２」、「プラクセルＦ
Ｍ－３」、「プラクセルＦＭ－４」、「プラクセルＦＭ－５」（以上、いずれもダイセル
化学（株）製、商品名）等を挙げることができる。
【００２８】
　（３）アクリル酸又はメタクリル酸と炭素数１～２０の１価アルコールとのエステル化
物
　具体的には、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（
メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル（メタ）アクリ
レート，ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート，２－エチルヘキシル（メタ）アクリレ
ート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）アクリレート、ステ
アリル（メタ）アクリレート、イソステアリルアクリレート（大阪有機化学工業社製、商
品名）、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、ステアリル
（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル
（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート等を挙げることができる。
【００２９】
　（４）アルコキシシリル基含有重合性不飽和モノマー
　具体的には、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、アクリロキシエ
チルトリメトキシシラン、メタクリロキシエチルトリメトキシシラン、アクリロキシプロ
ピルトリメトキシシラン、メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、アクリロキシプ
ロピルトリエトキシシラン、メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、ビニルトリス
（β－メトキシエトキシ）シラン等をあげることができる。これらのうち好ましいアルコ
キシシリル基含有重合性不飽和モノマーとして、ビニルトリメトキシシラン、γ－アクリ
ロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン等
を挙げることができる。
【００３０】
　アルコキシシリル基含有重合性不飽和モノマーを構成成分とすることにより、アルコキ
シリル基同士の縮合反応及びアルコキシシリル基と水酸基との反応による架橋結合を生成
することから硬化性を向上させることができる。
【００３１】
　アルコキシシリル基含有重合性不飽和モノマーを構成成分とする場合、その配合割合は
、モノマー成分の総量に対して１～２０質量％、特に、１～１０質量％の範囲内であるこ
とが好ましい。
【００３２】
　（５）芳香族系ビニルモノマー
　具体的には、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等を挙げることができる
。
【００３３】
　芳香族系重合性不飽和モノマーを構成成分とすることにより、得られる樹脂のガラス転
移温度が上昇し、また、高屈折率で疎水性の塗膜を得ることができることから、塗膜の光
沢向上による仕上り外観の向上効果を得ることができる。
【００３４】
　芳香族系重合性不飽和モノマーを構成成分とする場合、その配合割合は、モノマー成分
の総量に対して３～４０質量％、特に、５～３０質量％の範囲内であることが好ましい。
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【００３５】
　（６）グリシジル基含有重合性不飽和モノマー
　グリシジル基含有重合性不飽和モノマーは、１分子中にグリシジル基と重合性不飽和結
合とをそれぞれ１個有する化合物であり、具体的には、グリシジルアクリレート、グリシ
ジルメタクリレート等を挙げることができる。
【００３６】
　（７）重合性不飽和結合含有窒素原子含有化合物
　例えば、アクリルアミド、メタクリルアミド、ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルプロピルアクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチルアクリルアミド、Ｎ－メチロールアク
リルアミド、Ｎ－メチロールメタクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ビニルピリジン、ビニルイミダゾール、アク
リロニトリル、メタクリロニトリル等を挙げることができる。
【００３７】
　（８）その他のビニル化合物
　例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、塩化ビニル、バーサティック酸ビニルエス
テル等を挙げることができる。バーサティック酸ビニルエステルとしては、市販品である
「ベオバ９」、「ベオバ１０」（以上、商品名、ジャパンエポキシレジン（株）製）等を
挙げることができる。
【００３８】
　その他の重合性不飽和モノマー（ｂ）としては、前記（１）～（８）で示されるモノマ
ーを１種で、又は２種以上を用いることができる。
【００３９】
　アクリル樹脂（Ａ）の重量平均分子量は、塗膜の仕上り外観及び硬化性の観点から、２
０００～３００００程度、特に、３０００～２００００程度、さらに特に、３０００～１
５０００程度であることが好ましい。
【００４０】
　なお、本明細書において、数平均分子量及び重量平均分子量は、ゲルパーミエーション
クロマトグラフで測定したクロマトグラムから標準ポリスチレンの分子量を基準にして算
出した値である。ゲルパーミエーションクロマトグラフは、「ＨＬＣ８１２０ＧＰＣ」（
東ソー社製）を使用した。カラムとしては、「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ－４０００ＨＸＬ」、「
ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ－３０００ＨＸＬ」、「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ－２５００ＨＸＬ」、「ＴＳ
Ｋｇｅｌ　Ｇ－２０００ＨＸＬ」（いずれも東ソー（株）社製、商品名）の４本を用い、
移動相；テトラヒドロフラン、測定温度；４０℃、流速；１ｃｃ／分、検出器；ＲＩの条
件で行った。
【００４１】
　アクリル樹脂（Ａ）のガラス転移温度は、塗膜の硬化性及び仕上り外観の観点から、－
１０～３０℃程度、特に、－５～２０℃程度であることが好ましい。
【００４２】
　本明細書において、アクリル樹脂のガラス転移温度（℃）は、下記式によって算出した
。
【００４３】
　１／Ｔｇ（Ｋ）＝（Ｗ１／Ｔ１）＋（Ｗ２／Ｔ２）＋・・・・・　　（１）
　Ｔｇ（℃）＝Ｔｇ（Ｋ）－２７３　　　　　　　　　　　　　（２）
　各式中、Ｗ１、Ｗ２、・・は共重合に使用されたモノマーのそれぞれの質量分率、Ｔ１
、Ｔ２、・・はそれぞれの単量体のホモポリマ－のＴｇ（Ｋ）を表わす。
【００４４】
　２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（ａ）及びその他の重合性不飽和モノマー（ｂ）
の配合割合は、全モノマー量に対して、２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（ａ）が２
０～４５質量％程度、好ましくは２０～４０質量％程度であり、その他の不飽和モノマー
（ｂ）が、５５～８０質量％程度、好ましくは６０～８０質量％程度である。２級水酸基
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含有重合性不飽和モノマー（ａ）の量が、２０質量％未満であると、硬化性及び硬化塗膜
の仕上り外観が不充分な場合があり、４５質量％を超えると、硬化塗膜の仕上り外観が不
充分な場合がある。
【００４５】
　塗膜の仕上り外観向上の観点から、アクリル樹脂（Ａ）中の水酸基含有重合性不飽和モ
ノマー全量のうち、２級水酸基含有重合性不飽和モノマー（ａ）を５０～１００質量％含
むことが好ましく、８０～１００質量％含むことがより好ましい。
【００４６】
　また、アクリル樹脂（Ａ）の水酸基価は、塗料組成物の硬化性の観点から、５０～２５
０ｍｇＫＯＨ／ｇ、特に６０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇ、さらに特に７０～１７０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇの範囲内であることが好ましい。また、アクリル樹脂（Ａ）の酸価は、塗料組成物
の硬化性の観点から、０～４０ｍｇＫＯＨ／ｇ程度、特に１～３０ｍｇＫＯＨ／ｇ程度で
あることが好ましい。
【００４７】
　上記重合性不飽和モノマー（ａ）及び（ｂ）からなるモノマー混合物を共重合して２級
水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）を得ることができる。
【００４８】
　上記モノマー混合物を共重合して２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）を得るための共重
合方法は、特に限定されるものではなく、それ自体既知の共重合方法を用いることができ
るが、なかでも有機溶剤中にて、重合開始剤の存在下で重合を行なう溶液重合法を好適に
使用することができる。
【００４９】
　上記溶液重合法に際して使用される有機溶剤としては、例えば、トルエン、キシレン、
スワゾール１０００（コスモ石油社製、商品名、高沸点石油系溶剤）などの芳香族系溶剤
；酢酸エチル、酢酸ブチル、プロピルプロピオネート、ブチルプロピオネート、エトキシ
エチルプロピオネート、３－メトキシブチルアセテート、エチレングリコールエチルエー
テルアセテート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテートなどのエステル系溶剤
；メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルアミルケトンなどのケトン系溶
剤；イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｉｓｏ－ブタノール、２－エチルヘキサノール
などのアルコール系溶剤などを挙げることができる。
【００５０】
　これらの有機溶剤は、１種で又は２種以上を組合せて使用することができるが、アクリ
ル樹脂の溶解性の点から高沸点のエステル系溶剤又はケトン系溶剤を使用することが好ま
しい。また、さらに高沸点の芳香族系溶剤を好適に組合せて使用することもできる。
【００５１】
　２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）の共重合に際して使用できる重合開始剤としては、
例えば、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、ベンゾイルパーオキサイド、ジ－ｔ－
ブチルパーオキサイド、ジ－ｔ－アミルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオクトエート、
２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）、２，２'－アゾビス（２，４－ジメ
チルバレロニトリル）等のそれ自体既知のラジカル重合開始剤を挙げることができる。
【００５２】
　２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）は単独で又は２種以上を併用して使用することがで
きる。
【００５３】
　本発明の塗料組成物において、２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）以外の樹脂も必要に
応じて併用することができる。具体的には、例えば、アクリル樹脂（Ａ）以外のアクリル
樹脂、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリエーテル樹脂等をあげることができ、
好ましいものとして、水酸基含有ポリエステル樹脂及び水酸基含有ポリウレタン樹脂をあ
げることができる。
【００５４】
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　水酸基含有ポリエステル樹脂は、常法により、例えば、多塩基酸と多価アルコ－ルとの
エステル化反応によって製造することができる。該多塩基酸は、１分子中に２個以上のカ
ルボキシル基を有する化合物及びこれらの無水物であり、例えば、フタル酸、イソフタル
酸、テレフタル酸、コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、テトラヒドロフ
タル酸、ヘキサヒドロフタル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、トリメリット酸、
ピロメリット酸及びこれらの無水物などが挙げられる。また、該多価アルコ－ルは、１分
子中に２個以上の水酸基を有する化合物であり、例えば、エチレングリコール、プロピレ
ングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタン
ジオール、１，６－ヘキサンジオール、２，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、１，９－ノナンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、
ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールエステル、２－ブチル－２－エチル－１，
３－プロパンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，２，４－トリメチ
ルペンタンジオール、水素化ビスフェノールＡ等のジオール類、及びトリメチロールプロ
パン、トリメチロールエタン、グリセリン、ペンタエリスリトール等の三価以上のポリオ
ール成分、並びに、２，２－ジメチロールプロピオン酸、２，２－ジメチロールブタン酸
、２，２－ジメチロールペンタン酸、２，２－ジメチロールヘキサン酸、２，２－ジメチ
ロールオクタン酸等のヒドロキシカルボン酸などが挙げられる。
【００５５】
　また、プロピレンオキサイド及びブチレンオキサイドなどのα－オレフィンエポキシド
、カージュラＥ１０（ジャパンエポキシレジン社製、商品名、合成高分岐飽和脂肪酸のグ
リシジルエステ）などのモノエポキシ化合物などを酸と反応させて、これらの化合物をポ
リエステル樹脂に導入しても良い。
【００５６】
　ポリエステル樹脂へカルボキシル基を導入する場合、例えば、水酸基含有ポリエステル
に無水酸を付加し、ハーフエステル化することで導入することもできる。
【００５７】
　水酸基含有ポリエステル樹脂の水酸基価は、好ましくは１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ
、さらに好ましくは１２０～２２０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内である。水酸基含有ポリエス
テル樹脂の重量平均分子量は、好ましくは２５００～４００００、さらに好ましくは５０
００～３００００の範囲内である。
【００５８】
　水酸基含有ポリウレタン樹脂としては、ポリオールとポリイソシアネートとを反応させ
ることにより得られる水酸基含有ポリウレタン樹脂を挙げることができる。
【００５９】
　ポリオールとしては、例えば、低分子量のものとして、エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキサメチレングリコール
などの２価のアルコール、トリメチロールプロパン、グリセリン、ペンタエリスリトール
などの３価アルコールなどをあげることができる。高分子量のものとして、ポリエーテル
ポリオール、ポリエステルポリオール、アクリルポリオール、エポキシポリオールなどを
あげることができる。ポリエーテルポリオールとしてはポリエチレングリコール、ポリプ
ロピレングリコール、ポリテトラメチレングリコールなどがあげられる。ポリエステルポ
リオールとしては前記の２価のアルコール、ジプロピレングリコール、１，４－ブタンジ
オール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコールなどのアルコールとアジピ
ン酸、アゼライン酸、セバチン酸などの２塩基酸との重縮合物、ポリカプロラクトンなど
のラクトン系開環重合体ポリオール、ポリカーボネートジオールなどをあげることができ
る。また、例えば、２，２－ジメチロールプロピオン酸、２，２－ジメチロールブタン酸
などのカルボキシル基含有ポリオールも使用することができる。
【００６０】
　上記のポリオールと反応させるポリイソシアネートとしては、例えば、ヘキサメチレン
ジイソシアネ－ト、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、ダイマー酸ジイソシア
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ネート、リジンジイソシアネートなどの脂肪族ポリイソシアネート類、これらのポリイソ
シアネートのビューレットタイプ付加物、及びこれらのポリイソシアネートのイソシアヌ
レート環付加物；イソホロンジイソシアネート、４，４’－メチレンビス（シクロヘキシ
ルイソシアネート）、メチルシクロヘキサン－２，４－（又は－２，６－）ジイソシアネ
ート、１，３－（又は１，４－）ジ（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、１，４－シ
クロヘキサンジイソシアネート、１，３－シクロペンタンジイソシアネート、１，２－シ
クロヘキサンジイソシアネートなどの脂環族ジイソシアネート類、これらのポリイソシア
ネートのビューレットタイプ付加物、及びこれらのポリイソシアネートのイソシアヌレー
ト環付加物；キシリレンジイソシアネート、メタキシリレンジイソシアネート、テトラメ
チルキシリレンジイソシアネート、トリレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメ
タンジイソシアネート、１，５－ナフタレンジイソシアネート、１，４－ナフタレンジイ
ソシアネート、４，４－トルイジンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルエーテルジ
イソシアネート、（ｍ－又はｐ－）フェニレンジイソシアネート、４，４’－ビフェニレ
ンジイソシアネート、３，３’－ジメチル－４，４’－ビフェニレンジイソシアネート、
ビス（４－イソシアナトフェニル）スルホン、イソプロピリデンビス（４－フェニルイソ
シアネート）などの芳香族ジイソシアネート化合物、これらのポリイソシアネートのビュ
ーレットタイプ付加物、及びこれらのポリイソシアネートのイソシアヌレート環付加物；
トリフェニルメタン－４，４’，４’’－トリイソシアネート、１，３，５－トリイソシ
アナトベンゼン、２，４，６－トリイソシアナトトルエン、４，４’－ジメチルジフェニ
ルメタン－２，２’，５，５’－テトライソシアネートなどの１分子中に３個以上のイソ
シアネート基を有するポリイソシアネート類、これらのポリイソシアネートのビューレッ
トタイプ付加物、及びこれらのポリイソシアネートのイソシアヌレート環付加物；等を挙
げることができる。
【００６１】
　水酸基含有ポリウレタン樹脂の水酸基価は、好ましくは１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ
、さらに好ましくは１２０～２２０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲内である。水酸基含有ポリウレ
タン樹脂の重量平均分子量は、好ましくは２５００～４００００、さらに好ましくは５０
００～３００００の範囲内である。水酸基含有ポリウレタン樹脂のガラス転移温度は、好
ましくは－４０℃～８５℃、さらに好ましくは－３０℃～８０℃の範囲内である。
【００６２】
　上記の２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）以外の樹脂（より具体的には、ポリエステル
樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリエーテル樹脂等）を併用する場合、該２級水酸基含有アク
リル樹脂（Ａ）以外の樹脂は、２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）の固形分総量に対して
、好ましくは１００質量％以下、より好ましくは１０～５０質量％の範囲内である。
【００６３】
　メラミン樹脂（Ｂ）
　メラミン樹脂（Ｂ）としては、公知の塗料組成物で使用されるものを使用することがで
きる。メラミン樹脂としては、例えば、メラミンとアルデヒドとの反応によって得られる
公知の部分もしくは完全メチロール化メラミン樹脂をあげることができる。
　アルデヒドとしては、ホルムアルデヒド、パラホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、
ベンズアルデヒド等が挙げられる。
【００６４】
　また、このメチロール化メラミン樹脂をアルコールによってエーテル化したものも使用
でき、エーテル化に用いられるアルコールの例としてはメチルアルコール、エチルアルコ
ール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソ
ブチルアルコール、２－エチルブタノール、２－エチルヘキサノール等が挙げられる。
【００６５】
　メラミン樹脂（Ｂ）の具体例としては、ジメチロールメラミン、トリメチロールメラミ
ン、テトラメチロールメラミン、ペンタメチロールメラミン、ヘキサメチロールメラミン
等のメチロールメラミン；これらのメチロールメラミンのアルキルエーテル化物又は縮合
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物；メチロールメラミンのアルキルエーテル化物の縮合物等をあげることができる。
【００６６】
　メラミン樹脂（Ｂ）としては、耐候性等の塗膜性能の観点から、ｎ－ブチルアルコール
を用いてエーテル化されたブチルエーテル基を含有するメラミン樹脂を好適に使用するこ
とができる。特に、メラミン樹脂中のアルキルエーテル基のすべてがブチルエーテル基で
あるメラミン樹脂をより好適に使用することができる。なかでも特に、ブチルエーテル基
がメラミン樹脂のトリアジン環１個あたり、３～４個の割合となるようにエーテル化され
たメラミン樹脂を好適に使用することができる。
【００６７】
　また、メラミン樹脂（Ｂ）は、平滑性及び鮮映性等の仕上がり外観、及び耐候性等の塗
膜性能の観点から、重量平均分子量が６００～４０００、特に８００～３０００、さらに
特に１０００～２０００の範囲内のものを好適に使用することができる。
【００６８】
　メラミン樹脂（Ｂ）としては、市販品を使用することができる。市販されている商品名
として、例えば、日本サイテックインダストリーズ社製のサイメル３２３、サイメル３２
５、サイメル３２７、サイメル３５０、サイメル３７０、サイメル３８０、サイメル３８
５、サイメル２１２、サイメル２５１、サイメル２５４、マイコート７７６；イネオス社
製のレジミン７３５、レジミン７４０、レジミン７４１、レジミン７４５、レジミン７４
６、レジミン７４７、レジミン７５０、レジミン５８０、レジミン５９０１、レジミン５
９０５、レジミンＭＲ－２２５、マプレナールＭＦ－６５０、マプレナールＭＦ－６００
、マプレナールＭＦ－６６５、マプレナールＶＭＦ－３６１１、マプレナールＶＭＦ－３
６１５；住友化学社製のスミマールＭ５５、スミマールＭ３０Ｗ、スミマールＭ５０Ｗ；
三井化学社製のユーバン２０ＳＢ、ユーバン２０ＳＥ－６０、ユーバン２８－６０等をあ
げることができる。
【００６９】
　メラミン樹脂（Ｂ）は、１種で又は２種以上を組合せて使用することができる。
【００７０】
　アゾール系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）
　ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）は、１分子中に２個以上の遊離のイソシアネ
ート基を有する化合物のイソシアネート基を、ブロック剤としてアゾール化合物を使用し
てブロックすることにより得られる化合物である。
【００７１】
　ポリイソシアネート化合物としては、ポリウレタン製造用として公知のもの、例えば、
脂肪族ポリイソシアネート、脂環族ポリイソシアネート、芳香脂肪族ポリイソシアネート
、芳香族ポリイソシアネート及びこれらポリイソシアネートの誘導体（ウレタン基、カル
ボジイミド基、アロファネート基、ウレア基、ビューレット基、ウレトジオン基、ウレト
イミン基、イソシアヌレート基、オキサゾリドン基含有変性物など）などをあげることが
できる。
【００７２】
　脂肪族ポリイソシアネートとしては、例えば、エチレンジイソシアネート、トリメチレ
ンジイソシアネート、テトラメチレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネー
ト、ペンタメチレンジイソシアネート、ドデカメチレンジイソシアネート、リジンジイソ
シアネート、１，２－プロピレンジイソシアネート、１，２－ブチレンジイソシアネート
、２，３－ブチレンジイソシアネート、１，３－ブチレンジイソシアネート、２，４，４
－又は２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、ビス（２－イソシアナ
トエチル）フマレート、ビス（２－イソシアナトエチル）カーボネート、２，６－ジイソ
シアナトメチルカプロエート、２－イソシアナトエチル－２，６－ジイソシアナトヘキサ
ノエートなどの脂肪族ジイソシアネート、例えば、リジンエステルトリイソシアネート、
１，４，８－トリイソシアナトオクタン、１，６，１１－トリイソシアナトウンデカン、
１，８－ジイソシアナト－４－イソシアナトメチルオクタン、１，３，６－トリイソシア
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ナトヘキサン、２，５，７－トリメチル－１，８－ジイソシアナト－５－イソシアナトメ
チルオクタンなどの脂肪族トリイソシアネートなどを挙げることができる。
【００７３】
　脂環族ポリイソシアネートとしては、例えば、１，３－シクロペンテンジイソシアネー
ト、１，４－シクロヘキサンジイソシアネート、１，３－シクロヘキサンジイソシアネー
ト、３－イソシアナトメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシルイソシアネート（
慣用名：イソホロンジイソシアネート）、４，４'－メチレンビス（シクロヘキシルイソ
シアネート）、メチル－２，４－シクロヘキサンジイソシアネート、メチル－２，６－シ
クロヘキサンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、
１，４－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、ノルボルナンジイソシアネート、
ジシクロヘキシルメタン－４，４'－ジイソシアネート（水添ＭＤＩ）、シクロヘキシレ
ンジイソシアネート、メチルシクロヘキシレンジイソシアネート（水添ＴＤＩ）、ビス（
２－イソシアナトエチル）－４－シクロヘキセン－１，２－ジカルボキシレートなどの脂
環族ジイソシアネート、例えば、１，３，５－トリイソシアナトシクロヘキサン、１，３
，５－トリメチルイソシアナトシクロヘキサン、２－（３－イソシアナトプロピル）－２
，５－ジ（イソシアナトメチル）－ビシクロ（２．２．１）ヘプタン、２－（３－イソシ
アナトプロピル）－２，６－ジ（イソシアナトメチル）－ビシクロ（２．２．１）ヘプタ
ン、３－（３－イソシアナトプロピル）－２，５－ジ（イソシアナトメチル）－ビシクロ
（２．２．１）ヘプタン、５－（２－イソシアナトエチル）－２－イソシアナトメチル－
３－（３－イソシアナトプロピル）－ビシクロ（２．２．１）ヘプタン、６－（２－イソ
シアナトエチル）－２－イソシアナトメチル－３－（３－イソシアナトプロピル）－ビシ
クロ（２．２．１）ヘプタン、５－（２－イソシアナトエチル）－２－イソシアナトメチ
ル－２－（３－イソシアナトプロピル）－ビシクロ（２．２．１）－ヘプタン、６－（２
－イソシアナトエチル）－２－イソシアナトメチル－２－（３－イソシアナトプロピル）
－ビシクロ（２．２．１）ヘプタンなどの脂環族トリイソシアネートなどをあげることが
できる。
【００７４】
　芳香脂肪族ポリイソシアネートとしては、例えば、１，３－もしくは１，４－キシリレ
ンジイソシアネート又はその混合物、ω，ω'－ジイソシアナト－１，４－ジエチルベン
ゼン、１，３－又は１，４－ビス（１－イソシアナト－１－メチルエチル）ベンゼン（慣
用名：テトラメチルキシリレンジイソシアネート）もしくはその混合物などの芳香脂肪族
ジイソシアネート、例えば、１，３，５－トリイソシアナトメチルベンゼンなどの芳香脂
肪族トリイソシアネートなどをあげることができる。
【００７５】
　芳香族ポリイソシアネートとしては、例えば、ｍ－フェニレンジイソシアネート、ｐ－
フェニレンジイソシアネート、４，４'－ジフェニルジイソシアネート、３，３'－ジメチ
ル－４，４'－ジイソシアナトビフェニル、３，３'－ジメチル－４，４'－ジイソシアナ
トジフェニルメタン、１，５－ナフタレンジイソシアネート、２，４'－又は４，４'－ジ
フェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）もしくはその混合物、２，４－又は２，６－
トリレンジイソシアネートもしくはその混合物、４，４'－トルイジンジイソシアネート
、４，４'－ジフェニルエーテルジイソシアネート、ｍ－及びｐ－イソシアナトフェニル
スルホニルイソシアネートなどの芳香族ジイソシアネート、例えば、トリフェニルメタン
－４，４'，４''－トリイソシアネート、１，３，５－トリイソシアナトベンゼン、２，
４，６－トリイソシアナトトルエンなどの芳香族トリイソシアネート、例えば、４，４'
－ジフェニルメタン－２，２'，５，５'－テトライソシアネートなどの芳香族テトライソ
シアネートなどをあげることができる。
【００７６】
　また、ポリイソシアネートの誘導体としては、例えば、上記したポリイソシアネート化
合物のダイマー、トリマー、ビウレット、アロファネート、カルボジイミド、ウレトジオ
ン、ウレトイミン、イソシアヌレート、イミノオキサジアジンジオン等の各種誘導体をあ
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げることができる。
【００７７】
　これらポリイソシアネート化合物は、１種で又は２種以上を使用することができる。こ
れらポリイソシアネート化合物のうち、硬化塗膜の耐候性等に優れる点から、脂肪族ポリ
イソシアネート、脂環族ポリイソシアネート及びこれらの誘導体を好適に使用することが
できる。これらのうち特に、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、ヘキサメチレ
ンジイソシアネートの誘導体、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、及びイソホロ
ンジイソシアネートの誘導体を特に好適なものとして挙げることができる。
【００７８】
　ブロック剤は遊離のイソシアネート基を封鎖する化合物である。ブロックされたイソシ
アネート基は、例えば１００℃以上、好ましくは１３０℃以上に加熱すると、ブロック剤
が解離して遊離のイソシアネート基が再生され、水酸基などと容易に反応させることがで
きる。
【００７９】
　アゾール化合物としては、ピラゾール、３，５－ジメチルピラゾール、３－メチルピラ
ゾール、４－ベンジル－３，５－ジメチルピラゾール、４－ニトロ－３，５－ジメチルピ
ラゾール、４－ブロモ－３，５－ジメチルピラゾール、３－メチル－５－フェニルピラゾ
ール等のピラゾール又はピラゾール誘導体；イミダゾール、ベンズイミダゾール、２－メ
チルイミダゾール、２－エチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール等のイミダゾー
ル又はイミダゾール誘導体；等を挙げることができる。
【００８０】
　上記アゾール化合物のうち、ピラゾール又はピラゾール誘導体が好適であり、その中で
も、３，５－ジメチルピラゾールを特に好適に使用することができる。
【００８１】
　アゾール化合物によりブロックされたアゾール系ブロックポリイソシアネート化合物を
使用することにより、低温硬化性及び耐黄変性に優れる塗料組成物を得ることができる。
【００８２】
　ブロックポリイソシアネート化合物として、アゾール系ブロックポリイソシアネート化
合物の他、アゾール化合物以外のブロック剤でブロックされたポリイソシアネート化合物
も必要に応じて使用することができる。
【００８３】
　アゾール化合物以外のブロック剤としては、例えば、フェノール、クレゾール、キシレ
ノール、ニトロフェノール、エチルフェノール、ヒドロキシジフェニル、ブチルフェノー
ル、イソプロピルフェノール、ノニルフェノール、オクチルフェノール、ヒドロキシ安息
香酸メチルなどのフェノール系；ε－カプロラクタム、δ－バレロラクタム、γ－ブチロ
ラクタム、β－プロピオラクタムなどのラクタム系；メタノール、エタノール、プロピル
アルコール、ブチルアルコール、アミルアルコール、ラウリルアルコールなどの脂肪族系
；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、メト
キシメタノールなどのエーテル系；ベンジルアルコール；グリコール酸；グリコール酸メ
チル、グリコール酸エチル、グリコール酸ブチルなどのグリコール酸エステル；乳酸、乳
酸メチル、乳酸エチル、乳酸ブチルなどの乳酸エステル；メチロール尿素、メチロールメ
ラミン、ジアセトンアルコール、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエ
チルメタクリレートなどのアルコール系；ホルムアミドオキシム、アセトアミドオキシム
、アセトオキシム、メチルエチルケトオキシム、ジアセチルモノオキシム、ベンゾフェノ
ンオキシム、シクロヘキサンオキシムなどのオキシム系；マロン酸ジメチル、マロン酸ジ
エチル、アセト酢酸エチル、アセト酢酸メチル、アセチルアセトンなどの活性メチレン系
；ブチルメルカプタン、ｔ－ブチルメルカプタン、ヘキシルメルカプタン、ｔ－ドデシル
メルカプタン、２－メルカプトベンゾチアゾール、チオフェノール、メチルチオフェノー
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ル、エチルチオフェノールなどのメルカプタン系；アセトアニリド、アセトアニシジド、
アセトトルイド、アクリルアミド、メタクリルアミド、酢酸アミド、ステアリン酸アミド
、ベンズアミドなどの酸アミド系；コハク酸イミド、フタル酸イミド、マレイン酸イミド
などのイミド系；ジフェニルアミン、フェニルナフチルアミン、キシリジン、Ｎ－フェニ
ルキシリジン、カルバゾール、アニリン、ナフチルアミン、ブチルアミン、ジブチルアミ
ン、ブチルフェニルアミンなどアミン系；尿素、チオ尿素、エチレン尿素、エチレンチオ
尿素、ジフェニル尿素などの尿素系；Ｎ－フェニルカルバミン酸フェニルなどのカルバミ
ン酸エステル系；エチレンイミン、プロピレンイミンなどのイミン系；重亜硫酸ソーダ、
重亜硫酸カリなどの亜硫酸塩系；２－メチルイミダゾリン、２－フェニルイミダゾリン等
のイミダゾリン誘導体等をあげることができる。
　ブロックポリイソシアネート化合物の数平均分子量は、得られる塗膜の仕上り外観の観
点から、３０００以下、特に３００～２０００、さらに特に５００～１５００の範囲内で
あることが好ましい。
【００８４】
　本塗料における２級水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）、メラミン樹脂（Ｂ）及びアゾール
系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）の量は、仕上がり外観及び塗膜の硬化性等の
観点から、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分の固形分総量を基準にして、アクリル
樹脂（Ａ）が４５～８０質量％、特に５０～７０質量％、メラミン樹脂（Ｂ）が１０～５
０質量％、特に１５～４０質量％、アゾール系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）
が５～３０質量％、特に１０～２５質量％の範囲となるようにすることが好ましい。
【００８５】
　リン酸基含有化合物（Ｄ）
　リン酸基含有化合物（Ｄ）としては、例えば、リン酸；モノ－ｎ－プロピルリン酸、モ
ノイソプロピルリン酸、モノ－ｎ－ブチルリン酸、モノイソブチルリン酸、モノ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルリン酸、モノオクチルリン酸、モノデシルリン酸等のモノアルキルリン酸；ジ
－ｎ－プロピルリン酸、ジイソプロピルリン酸、ジ－ｎ－ブチルリン酸、ジイソブチルリ
ン酸、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルリン酸、ジオクチルリン酸、ジデシルリン酸等のジアルキル
リン酸；モノ－ｎ－プロピル亜リン酸、モノイソプロピル亜リン酸、モノ－ｎ－ブチル亜
リン酸、モノイソブチル亜リン酸、モノ－ｔｅｒｔ－ブチル亜リン酸、モノオクチル亜リ
ン酸、モノデシル亜リン酸等のモノアルキル亜リン酸；ジ－ｎ－プロピル亜リン酸、ジイ
ソプロピル亜リン酸、ジ－ｎ－ブチル亜リン酸、ジイソブチル亜リン酸、ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル亜リン酸、ジオクチル亜リン酸、ジデシル亜リン酸等のジアルキル亜リン酸；リン
酸基含有アクリル樹脂を挙げることができる。
【００８６】
　上記のうち、特に耐候性等の塗膜性能の観点から、リン酸基含有アクリル樹脂を好適に
使用することができる。
【００８７】
　リン酸基含有アクリル樹脂は、リン酸基含有不飽和モノマー及びその他の不飽和モノマ
ーを前記水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）と同様に、常法により共重合せしめることによっ
て合成することができる。
【００８８】
　なお、本発明の塗料組成物において、リン酸基含有アクリル樹脂は、２級水酸基を有す
るものであっても、リン酸基含有化合物（Ｄ）であるものとする。
【００８９】
　リン酸基含有不飽和モノマーとしては、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルアシッ
ドホスフェート、２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルアシッドホスフェート、２－
（メタ）アクリロイルオキシ－３－クロロプロピルアシッドホスフェート、２－メタクリ
ロイルオキシエチルフェニルリン酸等の酸性リン酸エステル系モノマーなどを挙げること
ができる。具体的な商品名としては、日本化薬社製のカヤマーＰＭ２１、共栄油脂社製の
ライトエステルＰＭ等をあげることができる。リン酸基含有不飽和モノマーは、単独で、
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又は２種以上を使用することができる。
【００９０】
　その他の不飽和モノマーとしては、前記水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）で例示した、水
酸基含有不飽和モノマー及びその他の不飽和モノマーを挙げることができる。
【００９１】
　リン酸基含有アクリル樹脂において、リン酸基含有不飽和モノマーは、リン酸基含有ア
クリル樹脂を構成する各モノマー成分の総量に基づき、１～２０質量％、特に、５～１５
質量％であるのが好ましい。
【００９２】
　リン酸基含有アクリル樹脂の重量平均分子量は、仕上り外観及び塗膜性能の観点から、
３０００～３００００、特に、５０００～２５０００、さらに特に、１００００～２００
００の範囲内であることが好ましい。
【００９３】
　リン酸基含有化合物（Ｄ）は、前記水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）、メラミン樹脂（Ｂ
）及びアゾール系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）の固形分総量に対して、１０
質量％以下、特に、０．０１～７質量％、さらに特に、０．１～５質量％使用することが
好ましい。
【００９４】
　リン酸基含有化合物（Ｄ）は、１種で又は２種以上を組合せて使用することができる。
【００９５】
　有機金属化合物（Ｅ）
　有機金属化合物（Ｅ）は、亜鉛、錫、ジルコニウム、ビスマス、鉛、コバルト、マンガ
ン、チタン、アルミニウム、モリブデン等の金属に有機基が結合した構造を有する化合物
であり、例えば、ジアルキル金属の脂肪族又は芳香族カルボン酸塩、モノアルキル金属の
脂肪族又は芳香族カルボン酸塩等のカルボン酸金属塩化合物、アセチルアセトン金属錯体
等を挙げることができる。特に、カルボン酸金属塩化合物を好適に使用することができる
。
【００９６】
　より具体的には、カルボン酸金属塩化合物として、例えば、２－エチルヘキサン酸金属
塩、酢酸金属塩、ナフテン酸金属塩、オクタン酸金属塩、ステアリン酸金属塩、ネオデカ
ン酸金属塩、オレイン酸金属塩等を挙げることができる。
【００９７】
　有機金属化合物（Ｅ）としては、具体的には、例えば、テトライソプロピルチタネート
、テトラブチルチタネート、オクチル酸ビスマス、酢酸リチウム、アセチルアセトン鉄（
III）、２－エチルヘキソン酸亜鉛、酢酸銅、三塩化バナジウム、オクチル酸錫、ジブチ
ル錫ジアセテート、ジブチル錫ジオクトエート、ジブチル錫ジラウレート、ジオクチル錫
ジラウレート、ジブチル錫ジマレート、ジブチル錫フタレート、ジオクチル錫ジベンゾエ
ート、ジブチル錫ジベンゾエート、テトラブチル錫、ジブチル錫オキシド、モノブチル錫
トリオクチレート、テトラ－ｎ－ブチル－１，３－ジアセチルオキシジスタノキサン、テ
トラ－ｎ－プロピル－１，３－ジアセチルオキシジスタノキサン、テトラ－ｎ－ブチル－
１，３－ジラウリルオキシジスタノキサン、テトラ－ｎ－ブチル－１，３―ジアセトキシ
－ジスタノキサン等の有機金属触媒を挙げることができ、特に、オクチル酸錫、ジブチル
錫ジアセテート、ジブチル錫ジラウレート、ジスタノキサン類等の有機錫化合物を好適に
使用することができる。
【００９８】
　有機金属化合物（Ｅ）は、前記水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）、メラミン樹脂（Ｂ）及
びアゾール系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）の固形分総量に対して、０．０１
～１０質量％、特に０．０５～６質量％、さらに特に０．０５～２質量％使用することが
好ましい。
【００９９】
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　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）は、塗料の分野でレオロジーコントロール
剤として通常用いられる、マイクロゲルと称される重合体微粒子に比べ、塗膜の仕上り外
観低下に及ぼす影響が少ないので、本発明の塗料組成物のレオロジーコントロール剤とし
て好適に使用することができる。
【０１００】
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）は、高分子分散安定剤及び有機溶剤の存在
下で少なくとも１種の不飽和モノマーを分散重合せしめてなるアクリル樹脂である。
【０１０１】
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）の製造において用いる高分子分散安定剤と
しては、一般に第１の不飽和モノマーに必要に応じて他の第２の不飽和モノマーを共重合
してなる重合体が用いられる。
【０１０２】
　当該重合体において使用される第１の不飽和モノマーは、塗膜に要求される性能に応じ
て適宜選択できるが、共重合性、有機溶剤に対する溶解性等の観点から好ましく使用でき
る第１の不飽和モノマーとして以下のものを例示することができる。
【０１０３】
　例えば、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブ
チル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル
（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレ
ート、トリデシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート等の（メタ）
アクリル酸の炭素数４～１８のアルキル又はシクロアルキルエステル；メトキシブチル（
メタ）アクリレート、メトキシエチル（メタ）アクリレート、エトキシブチル（メタ）ア
クリレート等の（メタ）アクリル酸のアルコキシアルキルエステル；ベンジル（メタ）ア
クリレート等の芳香族アルコールの（メタ）アクリル酸とのエステル；グリシジル（メタ
）アクリレート又は（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステルとカプリン酸、ラ
ウリン酸、リノール酸、オレイン酸等のモノカルボン酸化合物との付加物；（メタ）アク
リル酸と「カージユラＥ１０」等のモノエポキシ化合物との付加物；スチレン、α－メチ
ルスチレン、ビニルトルエン、ｐ－クロルスチレン、ｐ－ｔ－ブチルスチレン等のビニル
芳香族化合物；イタコン酸、無水イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、無水マレイン酸
、フマル酸、シトラコン酸等の（メタ）アクリル酸以外のα，β－不飽和カルボン酸とブ
チルアルコール、ペンチルアルコール、ヘプチルアルコール、オクチルアルコール、ステ
アリルアルコール等の炭素数４～１８のモノアルコールとのモノ又はジエステル化合物；
「ビスコート８Ｆ」、「ビスコート８ＦＭ」、「ビスコート３Ｆ」、「ビスコート３ＦＭ
」（何れも大阪有機化学（株）製、商品名、側鎖にフッ素原子を有する（メタ）アクリレ
ート化合物）、パーフルオロシクロヘキシル（メタ）アクリレート、パーフルオロヘキシ
ルエチレン等のフッ素原子含有化合物等を挙げることができる。
【０１０４】
　高分子分散安定剤の重合に必要に応じて用いられる、第１の不飽和モノマー以外の第２
の不飽和モノマーとしては、上記に列挙したような第１の不飽和モノマー以外の不飽和モ
ノマーであれば、特に限定されないが、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸の炭素数１
～３のアルキルエステル；グリシジル（メタ）アクリレートと酢酸、プロピオン酸等の炭
素数２～３のモノカルボン酸化合物との付加物；イタコン酸、無水イタコン酸、クロトン
酸、マレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸等の（メタ）アクリル酸以外
のα，β－不飽和カルボン酸とメチルアルコール、プロピルアルコール等の炭素数１～３
のモノアルコールとのモノ又はジエステル化合物；（メタ）アクリロニトリル等のシアノ
基含有不飽和化合物；酢酸ビニルのようなビニルエステル化合物；エチルビニルエーテル
、メチルビニルエーテル等のビニルエーテル化合物；エチレン、プロピレン、塩化ビニル
、塩化ビニリデン等のα－オレフィン系化合物等を挙げることができる。第１の不飽和モ
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ノマー以外の第２の不飽和モノマーには、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート等
のように、上記に列挙した第２の不飽和モノマーを水酸基等で置換したものも含まれる。
【０１０５】
　上記高分子分散安定剤を製造するための重合は、通常、ラジカル重合開始剤を用いて行
なうことができる。ラジカル重合開始剤としては、例えば２，２'－アゾビスイソブチロ
ニトリル、２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）等のアゾ系開始剤；
ベンゾイルパーオキサイド、ラウリルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオクトエート、ｔ
－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート等の過酸化物系開始剤等が挙げられ、こ
れらの重合開始剤は一般に重合に供されるモノマー１００質量部当り０．２～１０質量部
程度、好ましくは０．５～５質量部の範囲内で使用できる。重合時の反応温度は、通常６
０～１６０℃程度であり、重合時の反応時間は、通常１～１５時間程度とすることができ
る。
【０１０６】
　上記高分子分散安定剤として用いる共重合体の分子量は、通常、重量平均分子量で５０
００～１０００００程度、好ましくは５０００～５００００程度の範囲内である。上記範
囲の分子量を有する共重合体を高分子分散安定剤として用いることによって、分散粒子の
安定化により、凝集及び沈降が抑制され、かつ粘度が高すぎず扱いやすい塗料を得ること
ができるため好ましい。
【０１０７】
　高分子分散安定剤は、単独又は２種以上を併用して使用することができる。さらに、必
要に応じて他の分散安定剤、例えばブチルエーテル化メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、
アルキド樹脂等を併用することも可能である。
【０１０８】
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）の製造においては、上記高分子分散安定剤
の存在下に有機溶剤中で少なくとも１種の不飽和モノマーを重合して、該有機溶剤に不溶
性の重合体粒子の非水分散液を調製する。
【０１０９】
　上記重合に使用される有機溶剤としては、該重合により生成する重合体粒子は実質的に
溶解しないが、上記高分子分散安定剤及び該不飽和モノマーに対しては良溶媒となる有機
溶剤が包含される。かかる有機溶剤の具体例としては、ヘキサン、ヘプタン、オクタン等
の脂肪族炭化水素系溶剤；ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素；メチルア
ルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソブチルアルコール、オ
クチルアルコール等のアルコール系溶剤；セロソルブ、ブチルセロソルブ、ジエチレング
リコールモノブチルエーテル等のエーテル系溶剤；メチルイソブチルケトン、ジイソブチ
ルケトン、メチルエチルケトン、メチルヘキシルケトン、エチルブチルケトン等のケトン
系溶剤；酢酸エチル、酢酸イソブチル、酢酸アミル、２－エチルヘキシルアセテート等の
エステル系溶剤等を挙げることができる。これらの有機溶剤は、単独で又は２種以上を併
用して用いることができる。
【０１１０】
　上記有機溶剤としては、特に、脂肪族炭化水素を主体とし、これに適宜芳香族炭化水素
、アルコール系溶剤、エーテル系溶剤、ケトン系溶剤、エステル系溶剤等を組合せたもの
を好適に使用することができる。
【０１１１】
　上記重合に供される不飽和モノマーとしては、重合性に優れ、かつ高分子分散安定剤の
モノマー成分として用いたモノマーの有する炭素数よりも炭素数の小さい不飽和モノマー
を使用するのが、分散重合体粒子として形成されやすい点から好適である。
【０１１２】
　このような不飽和モノマーとしては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート
、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキ
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シル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ
）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、ス
テアリル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸の炭素数１～１８のアルキル又は
シクロアルキルエステル；メトキシブチル（メタ）アクリレート、メトキシエチル（メタ
）アクリレート、エトキシブチル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸のアルコ
キシアルキルエステル；ベンジル（メタ）アクリレート等の芳香族アルコールの（メタ）
アクリル酸とのエステル；グリシジル（メタ）アクリレートと酢酸、プロピオン酸、オレ
イン酸、ｐ－ｔ－ブチル安息香酸等の炭素数２～１８のモノカルボン酸化合物との付加物
；（メタ）アクリル酸と「カ－ジユラＥ１０」等のモノエポキシ化合物との付加物；スチ
レン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、ｐ－クロルスチレン、ｐ－ｔ－ブチルスチ
レン等のビニル芳香族化合物；イタコン酸、無水イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、
無水マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸等の（メタ）アクリル酸以外のα，β－不飽和
カルボン酸とメチルアルコール、ブチルアルコール、ヘキシルアルコール、ステアリルア
ルコール等の炭素数１～１８のモノアルコールとのモノ又はジエステル化合物；「ビスコ
ート８Ｆ」、「ビスコート８ＦＭ」、「ビスコート３Ｆ」、「ビスコート３ＦＭ」（何れ
も大阪有機化学（株）製、商品名、側鎖にフッ素原子を有する（メタ）アクリレート化合
物）、パーフルオロシクロヘキシル（メタ）アクリレート、パーフルオロヘキシルエチレ
ン等のフッ素原子含有化合物；（メタ）アクリロニトリル等のシアノ基含有不飽和化合物
；酢酸ビニル、安息香酸ビニル、「ベオバ（ＶＥＯＶＡ）」（シェル（株）製）のような
ビニルエステル化合物；ｎ－ブチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、メチルビニ
ルエーテル等のビニルエーテル化合物；１，６－ヘキサンジオールのジ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールプロパンのトリ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン等のポリ
ビニル化合物；エチレン、プロピレン、塩化ビニル、塩化ビニリデン等のα－オレフィン
系化合物等を挙げることができる。
【０１１３】
　重合体粒子を形成するモノマー成分は、前記の通り、高分子分散安定剤のモノマー成分
の炭素数よりも炭素数が小さいものを使用することによって粒子成分を安定に形成するこ
とができるが、この観点から、炭素数８以下、好ましくは４以下の（メタ）アクリル酸エ
ステル化合物、ビニル芳香族化合物、（メタ）アクリロニトリル等を好適に使用すること
ができる。これらの不飽和モノマーは、単独で又は２種以上を併用して使用することがで
きる。
【０１１４】
　上記不飽和モノマーの重合は、通常ラジカル重合開始剤を用いて行なうことができる。
使用可能なラジカル重合開始剤としては、例えば２，２'－アゾビスイソブチロニトリル
、２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）等のアゾ系開始剤；ベンゾイ
ルパーオキサイド、ラウリルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオクトエート、ｔ－ブチル
パーオキシ－２－エチルヘキサノエート等の過酸化物系開始剤等が挙げられ、これら重合
開始剤は一般に重合に供されるモノマー総量１００重量部に対して、０．２～１０質量部
程度、好ましくは０．５～５質量部の範囲内で使用できる。
【０１１５】
　上記重合の際に存在させる高分子分散安定剤と不飽和モノマーとの使用割合は、通常、
高分子分散安定剤１００質量部に対して不飽和モノマーを３～２４０質量部程度、好まし
くは５～８２質量部程度である。更に、有機溶剤中における高分子分散安定剤と不飽和モ
ノマーとの合計濃度は、通常、３０～７０質量％程度、好ましくは３０～６０質量％程度
である。
【０１１６】
　重合は、それ自体既知の方法で行なうことができ、重合時の反応温度は通常６０～１６
０℃程度、重合時の反応時間は通常１～１５時間程度である。
【０１１７】
　上記のようにして重合反応を行なうことにより、液相が有機溶剤に高分子分散安定剤が
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溶解したものであり、固相が不飽和モノマーが重合した重合体粒子である非水ディスパー
ジョン型アクリル樹脂の安定な非水分散液を得ることができる。重合体粒子の平均粒子径
は、通常約０．１～１．０μｍの範囲である。重合体粒子の平均粒子径を上記範囲とする
ことによって、非水分散液の粘度が高くなりすぎず、かつ塗料の貯蔵中の重合体粒子の膨
潤又は凝集を抑制することができるため、好ましい。
【０１１８】
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）の製造においては、非水分散液中の高分子
分散安定剤と重合体粒子とを結合させることによって、非水分散液の貯蔵安定性及び機械
的特性を向上させることができる。なお、結合させた場合にも外観上の分散状態に変化は
ほとんど無く、重合体粒子の平均粒子径も変化はほとんどない。
【０１１９】
　高分子分散安定剤と重合体粒子とを結合させる方法としては、例えば、予め高分子分散
安定剤を製造する段階において、水酸基、酸基、酸無水基、エポキシ基、メチロール基、
イソシアネート基、アミド基、アミノ基等の官能基を有するモノマー成分を一部共重合さ
せておき、更に重合体粒子を形成するモノマー成分として上記官能基と反応する水酸基、
酸基、酸無水基、エポキシ基、メチロール基、イソシアネート基、アミド基、アミノ基等
の官能基を有するモノマーを用いることによって行なうことができる。これらの組合せと
しては、例えばイソシアネート基と水酸基、イソシアネート基とメチロール基、エポキシ
基と酸（無水）基、エポキシ基とアミノ基、イソシアネート基とアミド基、酸（無水）基
と水酸基等を挙げることができる。
【０１２０】
　このような官能基を有するモノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸、クロトン
酸、マレイン酸、無水マレイン酸、イタコン酸、無水イタコン酸、フマル酸、シトラコン
酸等のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸；グリシジル（メタ）アクリレート、ビニル
グリシジルエーテル、アリルグリシジルエーテル等のグリシジル基含有化合物；（メタ）
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アルコキシメチル（メ
タ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミ
ド等のカルボン酸アミド化合物；ｐ－スチレンスルホンアミド、Ｎ－メチル－ｐ－スチレ
ンスルホンアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－スチレンスルホンアミド等のスルホン酸アミ
ド基含有化合物；（メタ）アクリル酸－ｔ－ブチルアミノエチル等のアミノ基含有化合物
；２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートとリン酸又はリン酸エステル化合物との縮
合物、グリシジル（メタ）アクリレート等のグリシジル基を有する化合物のグリシジル基
にリン酸又はリン酸エステル化合物を付加させたもの等のリン酸基含有化合物；２－アク
リルアミド－２－メチル－プロパンスルホン酸等のスルホン酸基含有化合物；ｍ－イソプ
ロペニル－α，α－ジメチルベンジルイソシアネート、イソホロンジイソシアネート又は
トリレンジイソシアネートとヒドロキシ（メタ）アクリレートとの等モル付加物、イソシ
アノエチルメタクリレート等のイソシアネート基含有化合物等を挙げることができる。
【０１２１】
　また、高分子分散安定剤と重合体粒子とを結合させる別の方法として、重合性二重結合
を有する高分子分散安定剤の存在下で不飽和モノマーを重合させることによって行なうこ
とができる。
　高分子分散安定剤への重合性二重結合の導入は、例えば、該樹脂の共重合成分としてカ
ルボン酸、リン酸、スルホン酸等の酸基含有モノマーを用い、この酸基にグリシジル（メ
タ）アクリレート、アリルグリシジルエーテル等のグリシジル基含有不飽和モノマーを反
応せしめることによって行なうことができる。また、逆にグリシジル基を高分子分散安定
剤に含有させておいてこれに酸基含有不飽和モノマーを反応せしめることによっても行な
うことができる。これらの反応は、既知の条件に従い行なうことができる。
【０１２２】
　また、高分子分散安定剤と重合体粒子とを結合させる更に別の方法として、高分子分散
安定剤と重合体粒子とに互いに反応しない官能基を導入した非水分散液を製造した後、こ
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のものに両者を結合させる結合剤を反応させることによっても行なうことができる。
　具体的には、例えば水酸基含有高分子分散安定剤及び有機溶剤の存在下で水酸基含有不
飽和モノマーを単独で又は他の不飽和モノマーとの混合物として重合し、両者に水酸基を
含有する非水分散液を製造した後、ポリイソシアネート化合物等を配合して常温で数時間
～数日間、又は６０～１００℃程度で１～５時間程度反応させることにより行なうことが
できる。
【０１２３】
　ポリイソシアネート化合物としては、分子中に２個以上のイソシアネート基を有するも
のであればよく、例えば、トリレンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート、４
，４'－ジフェニルメタンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート又はそれらの水
素化物；ヘキサメチレンジイソシアネート、リジンジイソシアネート、ダイマー酸（トー
ル油脂肪酸の二量化物）ジイソシアネート等の脂肪族ジイソシアネート；イソホロンジイ
ソシアネート等の脂環式ジイソシアネート等を挙げることができる。
【０１２４】
　また、上記の他、酸基を含有する高分子分散安定剤及び重合体粒子とポリエポキシドと
の組合せ、エポキシ基を含有する高分子分散安定剤及び重合体粒子とポリカルボン酸との
組合せ、エポキシ基又はイソシアネート基を含有する高分子分散安定剤及び重合体粒子と
ポリサルファイド化合物との組合せ等でも行なうことができる。
【０１２５】
　上記ポリエポキシドとしては、例えばビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、ビスフェノー
ルＦ型エポキシ樹脂、ノボラック型エポキシ樹脂、エポキシ基含有アクリル系樹脂等；ポ
リカルボン酸としては、例えばアジピン酸、セバチン酸、アゼライン酸、イソフタル酸等
；ポリサルファイドとしてはペンタメチレンジサルファイド、ヘキサメチレンジサルファ
イド、ポリ（エチレンジサルファイド）等が挙げることができる。
【０１２６】
　以上のようにして、高分子分散安定剤と重合体粒子とを化学的に結合させることができ
るが、この際に各種官能基及び／又は重合性二重結合を高分子分散安定剤及び／又は重合
性粒子に導入する量は、該分散安定剤及び／又は粒子の一分子中に平均して少なくとも０
．１個となる量であれば十分であり、平均して、０．１～１．０個、特に０．１～０．５
個、さらに特に０．１～０．３個となる範囲の量であることが好ましい。
【０１２７】
　このようにして得られる非水分散液は、高分子分散安定剤と重合体粒子とが化学的に結
合していることから貯蔵安定性に優れ、しかも形成された塗膜は化学的、機械的に優れた
性質を示すことができる。
【０１２８】
　本発明の塗料組成物において、非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）を使用する
場合、その量は、本発明の塗料組成物の塗装作業性（耐タレ性）及び得られる塗膜の塗面
平滑性等の仕上り外観の観点から、水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）、メラミン樹脂（Ｂ）
及びアゾール系ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ）の固形分総量に対して、固形分
として、１５質量％以下、好ましくは２～１０質量％、さらに好ましくは３～８質量％の
範囲内であることが適している。
【０１２９】
　また、本塗料には、さらに必要に応じて、透明性を阻害しない程度に着色顔料、光輝性
顔料、染料等を含有することができ、さらにまた体質顔料、リン酸基含有化合物（Ｄ）及
び有機金属化合物（Ｅ）以外の触媒、紫外線吸収剤、光安定剤、消泡剤、増粘剤、防錆剤
、表面調整剤、有機溶剤等を適宜含有することができる。
【０１３０】
　着色顔料としては、例えば、酸化チタン、亜鉛華、カーボンブラック、カドミウムレッ
ド、モリブデンレッド、クロムエロー、酸化クロム、プルシアンブルー、コバルトブルー
、アゾ顔料、フタロシアニン顔料、キナクリドン顔料、イソインドリン顔料、スレン系顔
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料、ペリレン顔料等を挙げることができる。
【０１３１】
　光輝性顔料としては、アルミニウム粉末、雲母粉末、酸化チタンで被覆した雲母粉末等
等を挙げることができる。
【０１３２】
　体質顔料としては、タルク、クレー、カオリン、バリタ、硫酸バリウム、炭酸バリウム
、炭酸カルシウム、アルミナホワイト等を挙げることができる。
【０１３３】
　上記顔料は単独で又は２種以上組合せて使用することができる。
　本発明の塗料組成物がクリヤ塗料として使用される場合であって、顔料を含有する場合
、顔料の配合量は、得られる塗膜の透明性を阻害しない程度の量であることが好ましく、
例えば塗料組成物中の固形分総量に対して、通常０．１～２０質量％、特に０．３～１０
質量％、さらに特に０．５～５質量％の範囲内であることが好ましい。
【０１３４】
　また、本発明の塗料組成物が着色塗料として使用される場合であって、顔料を含有する
場合、顔料の配合量は、塗料組成物中の固形分総量に対して、通常１～２００質量％、特
に２～１００質量％、さらに特に５～５０質量％の範囲内であることが好ましい。
【０１３５】
　紫外線吸収剤としては、従来から公知のものが使用でき、例えば、ベンゾトリアゾール
系吸収剤、トリアジン系吸収剤、サリチル酸誘導体系吸収剤、ベンゾフェノン系吸収剤等
の紫外線吸収剤を挙げることができる。これらは単独で又は２種以上組み合わせて使用す
ることができる。
【０１３６】
　本発明の塗料組成物が、紫外線吸収剤を含有する場合、紫外線吸収剤の配合量は、塗料
組成物中の固形分総量に対して、通常０．１～１０質量％、特に０．２～５質量％、さら
に特に０．３～２質量％の範囲内であることが好ましい。
【０１３７】
　光安定剤としては、従来から公知のものが使用でき、例えば、ヒンダードアミン系光安
定剤を挙げることができる。
【０１３８】
　本発明の塗料組成物が、光安定剤を含有する場合、光安定剤の配合量は、塗料組成物中
の固形分総量に対して、通常０.１～１０質量％、特に０．２～５質量％、さらに特に０
．３～２質量％の範囲内であることが好ましい。
【０１３９】
　本塗料の固形分濃度は、通常、３５～７０質量％であるのが好ましく、４０～７０質量
％であるのがより好ましく、４５～６５質量％であるのが更に好ましい。
【０１４０】
　本発明の塗料組成物が適用される被塗物としては、特に限定されるものではないが、例
えば、乗用車、トラック、オートバイ、バスなどの自動車車体の外板部；自動車部品；携
帯電話、オーディオ機器などの家庭電気製品の外板部などを挙げることができ、なかでも
、自動車車体の外板部及び自動車部品が好ましい。
【０１４１】
　また、上記被塗物の素材としては、特に限定されるものではなく、例えば、鉄、アルミ
ニウム、真鍮、銅、ブリキ、ステンレス鋼、亜鉛メッキ鋼、合金化亜鉛（Ｚｎ－Ａｌ、Ｚ
ｎ－Ｎｉ、Ｚｎ－Ｆｅ等）メッキ鋼などの金属材料；ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン
樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）樹脂、ポリアミド樹脂、アク
リル樹脂、塩化ビニリデン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹
脂などの樹脂類や各種のＦＲＰなどのプラスチック材料；ガラス、セメント、コンクリー
トなどの無機材料；木材；繊維材料（紙、布等）などを挙げることができ、なかでも、金
属材料及びプラスチック材料が好適である。
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【０１４２】
　上記被塗物は、上記金属材料やそれから成形された車体等の金属表面に、リン酸塩処理
、クロメート処理、複合酸化物処理などの表面処理が施されたものであってもよい。さら
に、該被塗物は、上記金属基材、車体などに、各種電着塗料などの下塗り塗膜が形成され
たものであってもよく、なかでも、カチオン電着塗料によって下塗り塗膜が形成された車
体が特に好適である。
【０１４３】
　本塗料の塗装方法としては、特に限定されるものではなく、例えば、エアスプレー塗装
、エアレススプレー塗装、回転霧化塗装、カーテンコート塗装等の塗装方法が挙げられ、
これらの方法によりウエット塗膜を形成することができる。これらの塗装方法では、必要
に応じて、静電印加してもよい。これらのうちでは、エアスプレー塗装又は回転霧化塗装
が特に好ましい。本塗料の塗布量は、通常、硬化膜厚として、１０～６０μｍ、特に２５
～５０μｍ程度となる量とするのが好ましい。
【０１４４】
　また、エアスプレー塗装、エアレススプレー塗装及び回転霧化塗装を行う場合には、本
塗料の粘度を、該塗装に適した粘度範囲、通常、フォードカップＮｏ．４粘度計において
、２０℃で１５～６０秒程度の粘度範囲となるように、有機溶剤等の溶媒を用いて、適宜
、調整しておくことが好ましい。
【０１４５】
　被塗物に本塗料を塗装してなるウエット塗膜の硬化は、加熱することにより行うことが
でき、加熱は公知の加熱手段により行うことができ、例えば、熱風炉、電気炉、赤外線誘
導加熱炉等の乾燥炉を使用することができる。加熱温度は、特に制限されるものではなく
例えば６０～１８０℃、好ましくは９０～１５０℃の範囲内にあるのが好適である。加熱
時間は、特に制限されるものではなく例えば、１０～６０分間、好ましくは１５～３０分
間の範囲内であるのが好適である。
【０１４６】
　本塗料は、耐擦傷性、耐酸性、仕上がり外観及び付着性のいずれにも優れる硬化塗膜を
得ることができることから、上塗トップクリヤコート塗料として好適に用いることができ
る。本塗料は、自動車用塗料として特に好適に用いることができる。
【０１４７】
　複層塗膜形成方法
　本塗料が上塗りトップクリヤコート塗料として塗装される複層塗膜形成方法としては、
被塗物に順次、少なくとも１層の着色ベースコート塗料及び少なくとも１層のクリヤコー
ト塗料を塗装することにより複層塗膜を形成する方法であって、最上層のクリヤコート塗
料として本発明の塗料組成物を塗装することを含む複層塗膜形成方法を挙げることができ
る。
【０１４８】
　具体的には、例えば、電着塗装及び／又は中塗り塗装が施された被塗物上に、ベースコ
ート塗料を塗装し、該塗膜を硬化させることなく、必要に応じてベースコート塗料中の溶
媒の揮散を促進させるために、例えば、４０～９０℃で３～３０分間程度のプレヒートを
行い、この未硬化のベースコート塗膜上にクリヤコート塗料として本塗料の塗装を行った
後、ベースコートとクリヤコートを６０～１８０℃で１０～６０分間程度加熱して一緒に
硬化させる、２コート１ベーク方式の複層塗膜形成方法を挙げることができる。なお、ク
リヤコート塗装として本発明の塗料組成物を塗装する場合の温度は特に限定されないが通
常は０℃～５０℃、好ましくは１５℃～３０℃、より好ましくは２０℃～２８℃である。
本発明の塗料組成物は通常、常圧（大気圧）で塗装される。
【０１４９】
　また、本塗料を３コート２ベーク方式（ベースコートが２層とクリヤコートが１層）又
は３コート１ベーク方式の（ベースコートが１層とクリヤコートが２層）上塗り塗装にお
けるトップクリヤコート塗料としても同様に好適に使用することができる。
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【０１５０】
　電着塗装は、被塗物に防錆性を付与することを目的として行われるものである。電着塗
装を形成することのできる電着塗料組成物としては、特に限定はなく、当業者に周知のカ
チオン型電着塗料組成物およびアニオン型電着塗料組成物をいずれも使用することができ
る。
　中塗り塗装は、必要に応じて形成された電着塗膜の上に形成し、電着塗膜層と中塗り塗
装の上の上塗り塗装との間の密着性などの性能の向上を目的として行われるものである。
中塗り塗装を形成することができる中塗り塗料組成物としては、特に制限はなく、当業者
に周知の溶剤型塗料、水性塗料、粉体塗料またはハイソリッド型塗料などを用いることが
できる。
　上記で用いられるベースコート塗料としては、従来から公知の通常の熱硬化型ベースコ
ート塗料を使用することができ、具体的には、例えば、アクリル樹脂、ポリエステル樹脂
、アルキド樹脂、ウレタン樹脂系等の基体樹脂にアミノ樹脂、ポリイソシアネート化合物
、ブロックポリイソシアネート化合物等の架橋剤を基体樹脂が含有する反応性官能基と適
宜組み合わせてなる塗料を使用することができる。
【０１５１】
　また、ベースコート塗料としては、例えば、水性塗料、有機溶剤系塗料、粉体塗料を用
いることができる。なかでも、環境負荷低減の観点から、水性塗料が好ましい。
【０１５２】
　複層塗膜形成方法において、クリヤコートを２層以上塗装する場合、最上層以外のクリ
ヤコート塗料としては、従来から公知の通常の熱硬化型クリヤコート塗料を使用すること
ができる。
【実施例】
【０１５３】
　以下、実施例及び比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。ただし、本発明は
これらの実施例のみに限定されるものではない。なお、「部」及び「％」はいずれも質量
基準によるものである。
【０１５４】
　水酸基含有アクリル樹脂（Ａ）の製造
　製造例１
　撹拌機、温度計及び還流冷却機の備わったアクリル樹脂反応槽に、スワゾール１０００
（コスモ石油（株）製、芳香族系溶剤）４５部を仕込み、窒素ガス通気下で加熱撹拌し、
１２５℃に達してから窒素ガスの通気を止め、スチレン１５部、メチルメタクリレート１
５部、ｎ－ブチルアクリレート４０部、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート２８部、
アクリル酸２部及び２，２’－アゾビスイソブチロニトリル（重合開始剤）４部からなる
組成配合のモノマー混合物を３時間かけて滴下した。
【０１５５】
　上記モノマー混合物を滴下終了後、更に３０分間、１２５℃に保持した後、２，２'－
アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）０．５部をスワゾール１０００　２０部に
溶解させた重合開始剤溶液を１時間かけて滴下した。その後、１２５℃で窒素ガスを通気
しながら１時間熟成させた後冷却し、さらにｎ－ブタノールを１５部加えて希釈し、固形
分濃度５５％の水酸基含有アクリル樹脂（Ａ１）を得た。水酸基含有アクリル樹脂（Ａ１
）は、重量平均分子量約１３０００であった。
【０１５６】
　製造例２～７
　製造例２～７において、モノマー混合物を表１に示す組成配合のモノマー混合物とする
以外は、製造例１と同様にして、水酸基含有アクリル樹脂（Ａ２）～（Ａ７）を得た。併
せて水酸基価、酸価、重量平均分子量及びモノマー組成から算出したガラス転移温度（Ｔ
ｇ（℃））も表１に示す。
【０１５７】
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　なお、水酸基含有アクリル樹脂（Ａ５）～（Ａ７）は比較例用のアクリル樹脂である。
【０１５８】
【表１】

【０１５９】
　リン酸基含有化合物（Ｄ２）（リン酸基含有アクリル樹脂）の製造
　製造例８
　撹拌機、温度計及び還流冷却機の備わったアクリル樹脂反応槽に、キシレン３２部、ｎ
－ブタノール３３部を仕込み、窒素ガス通気下で加熱撹拌し、１２５℃に達してから窒素
ガスの通気を止め、スチレン２０部、メチルメタクリレート１０部、ｎ－ブチルメタクリ
レート３８部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート２０部、アクリル酸２部、モノ（２
－ヒドロキシエチルメタクリレート）ホスフェート１０部及び２，２’－アゾビスイソブ
チロニトリル（重合開始剤）４部からなる組成配合のモノマー混合物を３時間かけて滴下
した。
【０１６０】
　上記モノマー混合物を滴下終了後、更に３０分間、１２５℃に保持した後、２，２'－
アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）０．５部をキシレン　２０部に溶解させた
重合開始剤溶液を１時間かけて滴下した。その後、１２５℃で窒素ガスを通気しながら１
時間熟成させた後冷却し、さらにｎ－ブタノールを１５部加えて希釈し、固形分濃度５０
％のリン酸基含有化合物（Ｄ２）を得た。リン酸基含有化合物（Ｄ２）は、重量平均分子
量約１４０００であった。
【０１６１】
　非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ）の製造
　製造例９
　撹拌装置、温度計、冷却管及び窒素ガス導入口を備えた四ツ口フラスコにヘプタン９３
部及び下記５５％高分子分散安定剤溶液（※１）９８部を仕込み加熱還流させ、下記のモ
ノマー及び重合開始剤の混合物を３時間かけて滴下し、更に２時間熟成することにより、
非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ１）を得た。
（モノマー及び重合開始剤の混合物）
　スチレン１５部、メチルメタクリレート４０部、アクリロニトリル３０部、２－ヒドロ
キシエチルメタクリレート１５部及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート
 １．５部の混合物。
【０１６２】
　得られた非水ディスパージョン型アクリル樹脂（Ｆ１）は、質量固形分濃度５３％、ガ
ードナー粘度Ｂ、平均粒子径（電子顕微鏡による測定）０．２～０．３μｍの乳白色の安
定な低粘度重合体の分散液であった。
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　（高分子分散安定剤溶液（※１）の合成）
　撹拌装置、温度計、冷却管、窒素ガス導入口を備えた四ツ口フラスコに酢酸イソブチル
４０部及びトルエン４０部を仕込み、加熱還流させ、下記のモノマー及び重合開始剤の混
合物を３時間かけて滴下し、滴下後２時間熟成を行なうことにより高分子分散安定剤溶液
を得た。
（モノマー及び重合開始剤の混合物）
　スチレン１０部、イソブチルメタクリレート４９部、２－エチルヘキシルメタクリレー
ト３０部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート１１部及びアゾビスイソブチロニトリル
 ２部の混合物。
【０１６３】
　得られた高分子分散安定剤溶液は、質量固形分濃度５５％、ガードナー粘度Ｇ、重量平
均分子量１６０００であった。
【０１６４】
　塗料組成物の製造
　実施例１
　製造例１で得た水酸基含有アクリル樹脂（Ａ１）溶液１００部（固形分５５部）、メラ
ミン樹脂（Ｂ１）（レジミン７５０、イネオス社製、テトラ－ｎ－ブチルタイプ、高反応
タイプ、有効成分８０％）、３５．０部、ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ１）（
ＢＬ３５７５／１ＭＰＡ／ＳＮ、ピラゾールブロックポリイソシアネート化合物、住化バ
イエルウレタン社製　固形分７５％）１６部（固形分１２部）、リン酸基含有化合物（Ｄ
１）（ＮＡＣＵＲＥ４１６７、商品名、アルキルリン酸のトリエチルアミン塩、ＫＩＮＧ
　ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ社製、有効成分固形分２５％）１．２部（固形分０．３部）、有
機金属化合物（Ｅ１）（ネオスタンＵ－１００、商品名、ジブチル錫ジラウレート、日東
化成社製、固形分１００％）１部、製造例９で得た非水ディスパージョン型アクリル樹脂
（Ｆ１）９．４３部（固形分５部）、ＢＹＫ－３００（商品名、ビックケミー社製、表面
調整剤、有効成分５２％）０．２部（固形分０．１部）、ＴＩＮＵＶＩＮ９００（商品名
、Ｂ．Ａ．Ｓ．Ｆ．社製、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、有効成分１００％）２．
０部及びＴＩＮＵＶＩＮ２９２（商品名、Ｂ．Ａ．Ｓ．Ｆ．社製、ヒンダードアミン系光
安定剤、有効成分１００％）１．０部及びｎ－ブタノール２０部を均一に混合し、さらに
、スワゾール１０００（商品名、コスモ石油社製、炭化水素系溶剤）を加えて、２０℃に
おけるフォードカップＮｏ．４による粘度が２５秒となるように調整して塗料組成物１を
得た。
【０１６５】
　実施例２～１１及び比較例１～７
　実施例１と同様にして、下記表２に示した塗料配合にて、２０℃におけるフォードカッ
プＮｏ．４による粘度が２５秒の各塗料組成物２～１８を得た。塗料組成物１２～１８は
比較例用である。
【０１６６】
　なお、表２の各塗料組成物１～１８の塗料配合は固形分配合である。
【０１６７】
　表２の（注１）～（注６）は、それぞれ以下のとおりである。
【０１６８】
　（注１）メラミン樹脂（Ｂ２）：レジミンＭＲ－２２５、イネオス社製、テトラ－ｎ－
ブチルタイプ、高中反応タイプ、有効成分６５％
　（注２）メラミン樹脂（Ｂ３）：レジミン５９０５、イネオス社製、トリ－ｎ－ブチル
タイプ、
高中反応タイプ、有効成分５８％
　（注３）ブロックポリイソシアネート化合物（Ｃ２）：スミジュールＢＬ３１７５、商
品名、住化バイエルウレタン社製、ＭＥＫオキシムブロックトリメチロールプロパンアダ
クト型ＨＭＤＩ、有効成分７５％
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　（注４）有機金属化合物（Ｅ２）：ネオスタンＵ－６００、商品名、トリオクチル酸ビ
スマス、日東化成社製、固形分１００％
　（注５）有機金属化合物（Ｅ３）：ニッカオクチックス亜鉛、商品名、オクチル酸亜鉛
、亜鉛含有量８％、日本化学産業社製
　（注６）ＮＡＣＵＲＥ５５４３：商品名、ドデシルベンゼンスルホン酸のアミン塩、Ｋ
ＩＮＧ　ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳ社製、有効成分固形分３５％
　試験板の作製
　（試験用被塗物の作製）
　リン酸亜鉛化成処理を施した冷延鋼板に、エレクロンＧＴ－１０（商品名、関西ペイン
ト社製、カチオン電着塗料）を乾燥膜厚２０μｍとなるように電着塗装し、１７０℃で３
０分間加熱して硬化させて試験用被塗物とした。
【０１６９】
　（試験板の作製）
　塗料組成物１で塗装された試験板の作製
　上記試験用被塗物に、下記ベースコート塗料（＊）を、回転霧化型の静電塗装機を用い
て、乾燥膜厚で１５μｍとなるように静電塗装し、５分間放置後、該未硬化のベースコー
ト塗膜上に実施例１で得た塗料組成物１を、回転霧化型の静電塗装機を用いて、乾燥膜厚
で４０μｍとなるように静電塗装してクリヤコート塗膜を形成させて、７分間放置した。
次いで、１４０℃で３０分間（キープ時間）加熱して、ベースコート塗膜及びクリヤコー
ト塗膜を加熱硬化させることにより試験板を作製した。
【０１７０】
　（＊）ベースコート塗料：５０％アクリル樹脂溶液（注７）１１０部、８８％サイメル
３７０（注８）２８部、２０％ＣＡＢ溶液（注９）１００部、アルミニウムペースト（注
１０）２０部及びジブチルアシッドホスフェート０．３部の混合物を、トルエン３０部、
イソブチルアルコール２０部、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート３０部
及び「スワゾール１０００」（コスモ石油社製）２０部からなる混合溶剤で粘度１３秒（
フォードカップＮｏ. ４／２０℃）に調整したベースコート塗料。
【０１７１】
（注７）５０％アクリル樹脂液：メチルメタクリレート３０部、エチルアクリレート５９
部、ヒドロキシエチルアクリレート１０部及びアクリル酸１部を重合開始剤２，２’－ア
ゾビスイソブチロニトリルを用いてキシレン／ｎ－ブタノール＝７０／３０の混合溶剤中
で重合せしめてなる重量平均分子量２５，０００、樹脂固形分５０％のアクリル樹脂液。
【０１７２】
（注８）８８％サイメル３７０：商品名、日本サイテックインダストリーズ社製メラミン
樹脂。
【０１７３】
（注９）２０％ＣＡＢ溶液：セルロースアセテートブチレートのトルエン／ｎ－ブチルア
セテートの混合溶剤溶液。
【０１７４】
（注１０）アルミニウムペースト：東洋アルミニウム社製、商品名は「アルペースト＃５
５・５１９」。
【０１７５】
　塗料組成物２～１８で塗装された試験板の作製
　上記塗料組成物１で塗装された試験板の作製において、塗料組成物１をそれぞれ塗料組
成物２～１８のいずれかとする以外は、塗料組成物１で塗装された試験板の作製と同様に
して各試験板を作製した。
【０１７６】
　評価試験
　上記で得られた各試験板について、下記の試験方法により評価を行なった。評価結果を
塗料組成と併せて下記表２に示す。
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　仕上がり性：Ｗａｖｅ　Ｓｃａｎ（商品名、ＢＹＫ Ｇａｒｄｎｅｒ社製）によって測
定されるＬｏｎｇ　Ｗａｖｅ（ＬＷ）値及びＳｈｏｒｔ　Ｗａｖｅ（ＳＷ）値に基づいて
、仕上がり外観を評価した。
　ＬＷ：平滑性の指標であり、ＬＷ値が小さいほど塗面の平滑性が高いことを示す。
　ＳＷ：鮮映性の指標であり、ＳＷ値が小さいほど塗面の鮮映性が高いことを示す。
【０１７７】
　耐酸性：１０％硫酸溶液に、各試験塗板を半分浸漬し、５０℃で５時間放置した後、水
洗し、塗面を観察し、次の基準で評価した。
【０１７８】
　Ｓ：変化が認められない。
【０１７９】
　Ａ：塗面に異常はないが、浸漬部と非浸漬部の境界にわずかに段差が認められる。
【０１８０】
　Ｃ：塗面に膨潤又は白化が生じている。
【０１８１】
　耐擦傷性：ルーフに各試験板を貼りつけた自動車を洗車機で１５回洗車した後の該塗板
の塗面状態を観察した。洗車機は、ヤスイ産業社製「ＰＯ２０ＦＷＲＣ」を用いた。
　評価は、洗車試験後の試験板の２０度鏡面反射率（２０°光沢値）を測定し、試験前の
２０°光沢値に対する光沢保持率（％）により行った。該光沢保持率が高いほど耐擦傷性
が良好であることを示す。
【０１８２】
　ＮＳＲ付着性（ノンサンドリコ－ト付着性）：塗料組成物１で塗装された試験板の作成
で加熱硬化温度１６０℃で作成した試験板を各塗料組成物について、別途作製した。
【０１８３】
　該試験板に塗料組成物１で塗装された試験板の作成と同様にして再度、ベースコート塗
膜及びクリヤコート塗膜を形成させてリコート（再度同一の、ベースコート塗料及びクリ
ヤ塗料としての各塗料組成物を塗装する）し、１２５℃で３０分間（キープ時間）加熱し
て、ベースコート塗膜及びクリヤコート塗膜を加熱硬化させることにより各リコート試験
板を作製した。
【０１８４】
　ＪＩＳ Ｋ５６００記載のゴバン目（大きさ２ｍｍ×２ｍｍのゴバン目を１００個）粘
着セロハンテープ剥離試験により試験を行ない以下の基準で評価した。
　Ｓ：ゴバン目が１００個残存し、各ゴバン目にフチカケも認められない。
　Ａ：ゴバン目が１００個残存するが、ゴバン目にフチカケが認められる。
　Ｃ：ゴバン目の残存数が９９個以下。
【０１８５】
（試験結果）
　表２の結果より、実施例１－１１（塗料組成物１－１１）の塗料組成物からなる塗膜は
耐擦傷性、耐酸性、仕上がり外観及び付着性のいずれにも優れているのに対し、比較例１
－７（塗料組成物１２－１８）の塗料組成物では耐擦傷性、耐酸性、仕上がり外観及び付
着性のいずれかの性能が不十分であることが示された。
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【表２】

【０１８６】
【表３】
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